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市
政
会

一般質問Q&A

一般質問Q&A

その他の質問
・市長在職５期20年を振りかえって
※Park-PFI：飲食店、売店等の施設設置と、その施設から生じる利益を活用し

て、周辺の園路等の整備改修を一体的に行う者を公募により選定する制度
※パラダイムシフト：社会全体の価値観の変更

　
　
勝
山
市
が
進
め
て
き
た
道

の
駅「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」、

観
光
案
内
・
飲
食
物
販
施
設

「
ジ
オ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」、「
旬
菜

食
祭
　
花
月
楼
」
の
３
拠
点
が

整
備
さ
れ
、
観
光
の
産
業
化
へ

の
力
強
い
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が

確
立
さ
れ
た
。

　
勝
山
市
の
観
光
は
通
過
型

で
、
観
光
客
に
ゆ
っ
く
り
と
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
宿

泊
施
設
の
確
保
が
課
題
と
言
わ

れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
勝
山
市
で

は
道
の
駅
の
隣
接
地
に
イ
チ
ゴ

栽
培
ハ
ウ
ス
な
ど
が
進
出
し
て

く
る
の
に
加
え
、
ホ
テ
ル
等
を

誘
致
す
る
構
想
が
あ
る
。
ま
た

長
尾
山
総
合
公
園
に※

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
事
業
を
展

開
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ

こ
に
も
ホ
テ
ル
の
建
設
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
た
だ
、
問
題
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の

事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
て
、
理
事
者

が
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
国
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

事
業
等
の
波
及
効
果
や
６
月
の

道
の
駅
オ
ー
プ
ン
、
恐
竜
博
物

館
再
開
な
ど
に
よ
り
、
夏
以
降

は
徐
々
に
観
光
入
込
客
数
に
回

復
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
が
、
11

月
以
降
、
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
起
こ

り
、
今
後
も
防
止
対
策
を
講
じ

つ
つ
、
慎
重
に
観
光
業
の
回
復

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
勝
山
恐
竜
の
森
に
は
、
ま
だ

十
分
な
開
発
可
能
な
面
積
が

残
っ
て
お
り
、
２
期
事
業
エ
リ

ア
に
は
、
都
市
公
園
用
地
と
し

て
51
　
の
未
買
収
用
地
も
あ

る
。
県
立
恐
竜
博
物
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
コ
ロ

ナ
以
後
の※

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
に
よ
る
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
に

対
応
し
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
性
を
備
え
た
魅
力
あ
る
長

期
滞
在
型
の
公
園
を
目
指
し
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
整
備

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
道
の
駅
エ
リ
ア
に
も
事
業
展

開
が
可
能
な
土
地
を
確
保
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
以
降
の
新
し
い

観
光
の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
地

域
経
済
の
活
性
化
が
図
れ
る
よ

う
、
山
岸
市
政
を
ベ
ー
ス
に
新

市
長
の
も
と
、
観
光
の
産
業
化

を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

ha

● コロナ禍における観光の産業化について

● 山岸市政エコミュージアムまちづくりについて
● 新型コロナウイルスによる財政の影響について

その他の質問
・健康長寿について
・イトヨの保全活動について
※ESD：持続可能な開発のための教育

　
　
山
岸
市
長
は
、
平
成
12
年

に
市
長
就
任
以
来
、
「
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る
　
ふ
る

さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
実
現
」

を
基
本
理
念
に
、
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
醸
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。

市
長
就
任
期
間
の
５
期
20
年
間

を
振
り
返
り
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
構
想

へ
の
思
い
を
伺
う
。

　
　
展
開
し
て
き
た
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
に
至

る
最
大
の
成
果
は
、
こ
の
理
念

を
小
中
学
生
の
教
育
に
活
か

し
、
郷
土
の
歴
史
学
習
や
自
然

環
境
の
保
全
活
動
な
ど
、※

Ｅ

Ｓ
Ｄ
に
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
、
「
勝
山
市
が
好
き
だ
」
と

い
う
生
徒
の
割
合
が
増
え
て

き
た
こ
と
。

　
ふ
る
さ
と
に
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
た
次
世
代
が
着
実
に
育
っ

て
い
る
こ
と
に
、
未
来
へ
の
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
財
政
悪
化

は
必
至
で
、
国
に
交
付
金
の
追

加
、
あ
る
い
は
増
額
を
求
め
る

声
も
出
て
い
る
一
方
、
自
治
体

独
自
の
策
も
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
。

　
当
市
の
財
政
再
建
策
、
そ
し

て
、
新
年
度
予
算
編
成
に
向
け

て
効
率
的
・
効
果
的
な
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
１

人
に
つ
き
６
万
円
を
給
付
す
る

「
か
つ
や
ま
っ
子
元
気
応
援
臨

時
給
付
金
」
な
ど
60
を
超
え
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
事
業
を
展
開
し
、
そ
の
事

業
費
総
額
は
33
億
３
９
０
０
万

円
に
上
る
が
、
国
の
交
付
金
制

度
を
最
大
限
活
用
し
、
そ
の
全

額
を
概
ね
カ
バ
ー
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
財
政
運
営
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
が
、
新
し

い
勝
山
に
向
け
た
投
資
は
着
実

に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
国
や
県
と
の
パ
イ
プ

を
更
に
太
く
し
て
新
た
な
財
源

を
確
保
し
、
キ
ラ
リ
と
光
り
、

市
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
勝
山
に

な
る
よ
う
新
た
な
施
策
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
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内
和
順
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新
風
会
・
公
明

理事者（市役所）が議案※を作成して提出

（上程） ※議案：議決を求める
　　　　案件事項

議案等の審査を各委員会に委ねる

（付託）

例：付託案件が14件の場合
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭

① ② ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ③④⑩⑪⑫⑬⑭

予算
委員会

総務文教厚生
委員会

建設産業
委員会

（16名） （8名） （8名）
丸山委員長

下牧副委員長

※全ての議員で
　構成します　

竹内委員長
安岡副委員長

中山委員
冨士根委員
久保委員
近藤委員
松山委員
帰山委員

吉田委員長
高間副委員長

松本委員
下牧委員
下道委員
丸山委員
乾委員

山田委員

本  会  議

本

　
　会

　
　議

本  

会  

議

委

　
　
　員

　
　
　会

委員長報告に対して
討論、採決

議　決

各委員会で
審査、採決

勝山市議会における  議決までの流れ

議会のなぜ？にお答えします

※他にも下記の特別委員
会があります。

　・議会改革特別委員会
　・議会広報特別委員会
　・決算特別委員会
　・総合計画特別委員会

４議会だより  かつやま ７８号（２０２１年１月）１３ 議会だより  かつやま ７８号（２０２１年１月）


